
80

せ
ん
と
う
き

や
さ
と
む
か
い
や
ま

徳
川
幕
府
統
治
体
制
確
立
の
も
と
、
加
賀

藩
三
代
前
田
利
常
は
明
暦
三
年(

一
六
五
七
）

日
頃
祖
先
神
と
し
て
崇
敬
す
る
菅
原

道

真

公
を
北
野
天
満
宮
よ
り
勧
請
し
小
松
天
満
宮

を
創
建
し
た
。
初
代
別
当
に
北
野
天
満
宮
社

僧
能
順
を
招
き
、
大
工
は
加
賀
藩
大
工
の
開

祖
と
言
わ
れ
る
山
上
善
右
衛
門
で
あ
っ
た
。

小
松
天
満
宮
は
そ
の
縁
起
に
も
記
さ
れ
て

い
る
如
く
特
に
清
浄
の
地
を
選
び
、
小
松
城

の
鬼
門
の
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
神
前
に

忌
火
を
供
え
、
そ
の
火
で
お
粥
炊
き
を
す
る

特
殊
神
事
「
御
火
焚
神
事
」
に
因
み
、
冬
至

の
日
の
出
が
神
門
か
ら
本
殿
に
差
し
込
む
社

殿
配
置
を
と
っ
て
い
る
。

神
事
に
は
十
一
月
二
十
五
日
の
御
火
焚
神

事
の
他
、
三
月
二
十
五
日
、
九
月
四
日
の
例

祭
、
八
月
四
日
に
筆
供
養
、
六
月
五
日
は
前

田
利
常
を
祀
る
小
松
神
社
に
お
い
て
小
松
商

工
祭
り
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
社
殿
と
神
門
が
国
の
重

要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、
十
五

重
石
塔
が
小
松
市
指
定
文
化
財
に
、

工
芸
品
で
は
沈
金
硯
箱
一
合
と

琴
棋
書
画
沈
金
文
台
一
基
が
国
の

重
要
文
化
財
指
定
を
、
三
彩
金
襴

手
龍
文
双
耳
塀
が
石
川
県
指
定

文
化
財
に
、
文
書
典
籍
で
は
連
歌

関
係
文
書
が
石
川
県
指
定
文
化
財

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

能
順
は
若
く
し
て
連
歌
上
手
と

さ
れ
北
野
天
満
宮
の
学
問
所
の
歌

道

宗
匠
を
務
め
る
と
共
に
霊

元

上
皇
に
連
歌
を
進
講
す
る
な
ど
生

涯
に
わ
た
り
京
都
と
小
松
を
往
来

さ
ん
さ
い

き
ん
ら
ん

小
松
天
満
宮
の
創
建
と
能
順

10

の
う

じ
ゅ
ん

開
催
し
て
武
士
、
町
民
を
問
わ
ず
多
く
の
文

芸
人
の
育
成
に
貢
献
し
た
。
ま
た
元
禄
二
年

ち
ん
き
ん

す
ず
り
ば
こ

で

り
ゅ
う
も
ん
そ
う

じ

へ
い

ど
う
か
つ

れ
い

げ
ん

い
み

び

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

お

ひ

た
き

か
ゆ

き
ん

き

し
ょ

が

ち
ん
き
ん
ぶ
ん
だ
い

ま
つ

す
る
こ
と
で
京
風
文
化
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

今
江
の
三
湖
台
を
は
じ
め
各
所
で
連
歌
会
を

そ
う
し
ょ
うさ

ん

こ

だ
い
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（
一
六
八
九
）
、

松
尾
芭
蕉
が
奥

の
細
道
の
旅
の

途
次
小
松
に
立

ち
寄
り
、
山
中

か
ら
再
び
小
松

に
引
き
返
し
た

の
は
芭
蕉
が
能

順
と
会
う
た
め

で
、
中
世
文
芸

と
近
世
文
芸
を

代
表
す
る
二
人

の
出
合
い
が
あ

っ
た
と
推
察
さ

れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
小
松

に
貢
献
し
た
能

順
は
、
宝
永
三

年(

一
七
〇
六)

七
九
歳
に
て
小

松
で
没
し
た
。

（
大
西

勉
）

81

ま
つ

お

ば

し
ょ
う


